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来春の完成を目指して工事が進む新診療棟
（２０１２年１月１７日撮影）

　あけましておめでとうございます。
　昨年は3月11日の大震災、原発事故、台風12号の襲来など、大変なことが
相次いだ1年でした。広島では大きな災害はありませんでしたが、同じ日本人
として深く受け止め、復興を目指して協力していかなければなりません。今年
は災害のない良い年になってほしいと心から願っています。
　広島大学病院は原発事故の事後対応などに貢献し、高い評価を受けて
います。職員一同、困難に直面しても負けることなく乗り切っていける体制を
ますます充実させたいと思います。
　皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ

病院長 茶山  一彰

ご自由にお持ち帰りください。



大毛宏喜教授（感染症科）
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人の背丈を地球の直径にたとえると、細菌の大きさは３階建てのビルくらい、ウイルスは
ペットの犬ほどのサイズです。違いは大きさだけではありません。核と細胞質を持っている
細菌は外から栄養を取り込み、自力で分裂して増えます。一方、遺伝子の固まりである
ウイルスは自力で増殖できず、人などの細胞に入り込みその仕組みを使って増えます。
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 原因を確かめることが必要なのは治療法が大きく異なるからです。細菌感染の場合、抗
菌薬（いわゆる抗生物質）を用いて積極的に治療します。これに対し、風邪などのウイルス
には抗菌薬は効かず、体の免疫力による回復を待つことが多いのです。もちろんヘルペス
やインフルエンザのように、抗ウイルス薬を積極的に使うケースもあります。

　たとえば下痢の原因としては、病原性大腸菌やサルモネラなどの細菌のほかにノロ
ウイルスもあります。発熱や下痢といった症状は病原体の感染に対する体の反応なの
で、目立った違いはありません。原因が何なのか、正しく見極めることが大事です。
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　細菌もウイルスも手にくっついて口などから体に入ります。それだけに感染を防ぐ上で
非常に重要なのが手洗いです。正しい手の洗い方を日ごろから身につけておきましょう。

　寒さが一段と厳しくなってきました。食中毒やインフル
エンザといった感染症を引き起こす原因としておなじみ
の細菌（バクテリア）とウイルス。半面、「区別がよく分
からない」といった声もしばしば耳にします。感染症科
の大毛宏喜教授に説明してもらいました。
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